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議 会

美浜町議会議長

松田 うめ子

新年のご挨拶 New Year greetings

美浜町長

山口 治太郎行 政

町の資源を活かした

魅力的なまちづくりに取り組みます

　

美
浜
町
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
新
し
い
年
を
お
健

や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
私
ど
も
議
会
活
動
に
深
い

ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

美
浜
町
議
会
で
は
、「
美
浜
町
議
会
基

本
条
例｣

に
基
づ
き
、
開
か
れ
た
議
会･

行
動
す
る
議
会
を
目
指
し
て
、
議
員
の
自

己
研
鑽
と
資
質
の
向
上
、
公
正
性
と
透
明

性
の
確
保
、
議
会
活
動
を
支
え
る
体
制
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
町
内
6
会
場
に
お
い
て｢

議

会
と
語
ろ
う
会｣

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重

な
ご
意
見
や
ご
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
般
質
問
等
の
場
で
行
政
側
に
も
伝
え
、

ま
ち
づ
く
り
や
町
の
課
題
解
決
に
反
映
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

実
施
方
法
等
の
検
討･

見
直
し
を
行
い
な

が
ら
、
皆
様
と
の
よ
り
良
い
意
見
交
換
の

場
づ
く
り
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
美
浜
町
を
取
り
巻
く
社
会･

経

済
環
境
は
、
人
口
減
少･

少
子
高
齢
化
や

関
西
電
力
㈱
美
浜
発
電
所
1
、
2
号
機
の

廃
炉
決
定
に
伴
う
経
済
低
迷
等
、
大
き
な

課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
地
方
再
生

が
求
め
ら
れ
る
今
日
、
地
方
自
治
体
の
自

主
性･

自
立
性
が
一
層
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
厳
し
い
社
会
情
勢
を
乗
り
切
る
た

め
に
も
、
美
浜
町
の
魅
力
を
最
大
限
に
活

か
し
た
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
は
、｢

興
道
寺
廃
寺
跡｣

が
国
の

史
跡
に
、
ま
た
、｢

若
狭
国
吉
城
歴
史
資

料
館｣

が
建
造
物
の
国
登
録
有
形
文
化
財

に
指
定･

登
録
さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
が
町
の
誇
り
と
し
て
、
観

光
や
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
と
と
も
に
、
登
録
に
従
事
し
、

尽
力
さ
れ
た
方
々
に
深
甚
な
る
敬
意
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

町
が
進
め
る
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

つ
き
ま
し
て
は
、
特
定
の
基
準
を
満
た
す

美
浜
町
の
寒
ぶ
り
を
、｢

若
狭
美
浜
寒
ぶ

り･

ひ
る
が
響
ひ
び
き｣

と
し
て
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。｢

響
ブ
ラ
ン

ド｣

を
作
り
上
げ
て
い
く
取
り
組
み
が
、

他
の
水
産
物
に
も
好
影
響
を
及
ぼ
し
、
水

産
物
全
体
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る
よ
う
、

議
会
と
し
て
も
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
完
成
し

ま
し
た
台
湾
向
け
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ビ
デ
オ
を
活
用
し
、
台
湾
を
中
心
と
し
た

海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
向
け

て
、
本
町
の
魅
力
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

わ
が
町
で
は
、
若
者
の
定
住
人
口
の

拡
大
と
雇
用
の
創
出
に
向
け
、｢

美
浜

東
美う

ま

し
野
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン｣

の
分
譲
や

新
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
輝

へ
指
定
を
行
う
よ
う
答
申
さ
れ
、
若
狭
国

吉
城
歴
史
資
料
館(

旧
田
辺
半
太
夫
家
住

宅)

に
つ
い
て
も
、国
登
録
有
形
文
化
財(

建

造
物)

へ
の
登
録
に
つ
い
て
答
申
さ
れ
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
3
月
頃
に
指
定･

登
録
さ

れ
る
見
込
み
で
、
町
内
で
は
初
と
な
り
ま
す

の
で
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
等
へ
の

積
極
的
な
活
用
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
面
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
に
関
す

る
意
識
向
上
や
啓
蒙
活
動
の
実
施
、
医
療･

介
護
等
の
更
な
る
質
の
向
上
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
み
は
ま
21
推
進
強
化
事
業
に
つ
い

て
、｢

げ
ん
げ
ん
運
動｣

を
推
進
し
て
、

生
活
習
慣
病
予
防
や
疾
病
の
重
症
化
予
防

に
取
り
組
み
、
更
に
各
種
検
診
を
行
い
、

が
ん
に
よ
る
死
亡
率
の
減
少
や
医
療
費
の

削
減
を
目
指
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
昨
年
な
び

あ
す
を
拠
点
と
す
る
取
り
組
み
や
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、
文
部
科
学

大
臣
か
ら
優
良
公
民
館
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
も
、
更
に
住
民
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
中
核
施
設
と
し
て
町
民
に
親

し
ま
れ
る
生
涯
学
習
の
場
の
提
供
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、｢

美
浜
東
美
し
野
い

き
い
き
農
園｣

や
空
家
を
改
修
し
た
体
験

施
設｢

黄
舎｣

を
活
用
し
て
、
農
業
を
通

じ
た
都
市
住
民
と
の
交
流
、
定
住
促
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

美
浜
ブ
ラ
ン
ド
の
開
拓
に
つ
い
て
は
、

古
来
か
ら
伝
わ
る
美
浜
熟
成
魚
の
加
工
工

場
が
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
向
で
水

揚
げ
さ
れ
一
定
の
条
件
を
満
た
す
寒
ブ
リ

を｢

若
狭
美
浜
寒
ぶ
り･

ひ
る
が
響ひ

び
き｣

と

命
名
し
、
付
加
価
値
や
知
名
度
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
、
町
の
地
域

明

資
源
を
活
用
し
た
魅
力
あ
る
特
産
品
等
の

開
発
を
行
う｢

美
浜
お
み
や
開
拓
事
業｣

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
今
年
姉
妹
都
市
提

携
30
周
年
を
迎
え
る
台
湾
新
北
市
石
門
区

と
の
記
念
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、
昨
年

完
成
し
た
台
湾
向
け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ビ
デ
オ
を
活
用
し
て
交
流
を
深
め
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
に
も
更
に
力
を
入
れ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
美
浜
町
を
舞
台
と
し

た
映
画｢

サ
ク
ラ
サ
ク｣

が
、
第
１
回
ア

ジ
ア
国
際
映
画
祭
で
、
最
優
秀
監
督
賞
、

最
優
秀
主
演
女
優
賞
、
最
優
秀
映
画
音
楽

賞
の
3
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
福
井
工
業
高
等
専
門
学

校
、
横
浜
商
科
大
学
と
相
互
友
好
協
力
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
後
、
観
光
振
興

や
産
業
振
興
、人
材
育
成
等
の
各
分
野
で
、

お
互
い
に
協
力
し
て
発
展
に
繋
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

原
子
力
行
政
で
は
、
昨
年
4
月
に
関
西

電
力
㈱
美
浜
発
電
所
1
、
2
号
機
の
廃
止

措
置
計
画
が
原
子
力
規
制
委
員
会
の
認
可

を
受
け
ま
し
た
。
町
で
は
、
安
全
最
優
先

で
廃
止
措
置
作
業
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
適

宜
確
認
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
開
催
さ
れ
ま
す｢

福
井

し
あ
わ
せ
元
気
国
体｣｢

福
井
し
あ
わ
せ

元
気
大
会｣

の
成
功
に
向
け
、
町
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜

り
な
が
ら
町
行
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

｢
若
狭
美
浜
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地｣

へ
の

企
業
誘
致
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
の
度
、
産
業
団
地
へ
新
た
に｢

エ

ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
防
災
㈱｣

の
進
出
が
決

ま
り
ま
し
た
。
議
会
と
し
て
も
、
更
な
る

雇
用
増
進･

地
域
振
興･
町
の
活
性
化
を

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

関
西
電
力
㈱
美
浜
発
電
所
に
つ
い
て

は
、
3
号
機
は
新
規
制
基
準
に
適
合
し
認

可
と
な
り
、
運
転
期
間
延
長
に
つ
い
て
も

認
可
と
な
り
ま
し
た
。
1
、
2
号
機
の
廃

止
措
置
と
あ
わ
せ
、
今
後
も
、
安
全
性
を

追
及
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

私
た
ち
議
会
は
、
町
民
の
代
弁
機
関
、

最
終
意
思
決
定
機
関
と
し
て
、
果
た
す
べ

き
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
積
極
的
に
取

り
組
み
、
み
ん
な
で
創
る
ま
ち
、
地
域
の

魅
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く

り
の
主
役
は
皆
様
で
す
。
皆
様
方
と
一
緒

に
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
町

政
の
課
題
解
決
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
町
議
会
に
対

し
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援･

ご
指
導
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
実
り
多

き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念

致
し
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

か
し
い
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
町
政
運
営
に
ご
協
力
と
ご
高

配
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
本
町
の
昨
年
中
の
取
り

組
み
と
、
新
年
の
抱
負
等
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
は
、
台
風
等
に
よ
り
全
国
各
地

で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い

に
も
本
町
で
は
人
命
に
関
わ
る
災
害
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
災
害
時
に
備
え
、
㈱
ア
ク

テ
ィ
オ
と
支
援
協
力
協
定
を
、(

一
社)

福

井
県
ド
ロ
ー
ン
協
会
と
ド
ロ
ー
ン
運
用
業
務

協
定
を
締
結
し
、
災
害
発
生
後
の
迅
速
な

応
急
復
旧
体
制
を
強
化
い
た
し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
対
策
で
は
、｢

美
浜
東
美う

ま

し

野
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン｣

の
分
譲
を
開
始
し
、

14
区
画
を
販
売
い
た
し
ま
し
た
が
、
更
に

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
と
販
売
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、｢

若
狭
美
浜
イ
ン
タ
ー
産
業
団

地｣

で
は
、
進
出
2
社
目
と
な
る
エ
ア･

ウ
ォ
ー
タ
ー
防
災
㈱
と
、
更
に
山
上
地
区

で
野
菜
の
生
産
を
進
め
る
カ
ジ
ノ
ン
㈱
と

｢

工
場
立
地
に
関
す
る
協
定｣

を
締
結
し
、

現
在
、建
設
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
面
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育

体
験
館｢

き
い
ぱ
す｣

が
オ
ー
プ
ン
し
、

元
東
京
大
学
学
長
の
有
馬
朗あ

き

と人
氏
を
名
誉

館
長
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。
今
年
は
、

身
近
に
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特
徴
を
理
解

し
、
日
々
の
暮
ら
し
や
地
球
環
境
に
つ
い
て

の
学
習
を
通
し
て
、
町
内
外
の
利
用
者
の

増
加
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
興
道
寺
廃
寺
跡
が
、
国
文
化
審

議
会
か
ら
文
部
科
学
大
臣
に
対
し
て
国
史
跡

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

みんなで創るまち、地域の魅力を

　活かしたまちづくりを目指して
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年男･年女の方々の

　今年がどうなるかは分かりませ
んが、これまでずっと漁師をして
きたので、今年も漁師としてナマ
コやワカメを取ったり一本釣りを
したりしていきたいです。

塩野�米夫 さん�(菅浜)

森田�伸也･絵美 さん�(佐田)

荒木�和敏 さん�(上野)森本�ふさ枝 さん�(河原市)

清水�香羽 さん�(金山)浅妻�桂子 さん�(大藪) 寺川�歓十 さん�(早瀬)

　体を動かすことが好きなの
で、バレーやウォーキングをし
て、子どもに迷惑をかけないよ
う元気に頑張って過ごしたいと
思います。

　本町の｢戌
いぬ

年｣生まれの方は全員で653人。

　その中から15人の方にご登場いただき、今年

の抱負等を自由に語っていただきました。

　皆さんは、どんな年にしたいですか？

いぬいぬ

今年の抱負

　3人の孫から元気をもらっ
て、趣味の盆栽や運動を行い、
今年1年病気をせず元気に過ご
したいと思っています。

　とにかく健康に過ごすことがで
きるように、散歩等の運動や畑を
続けていきたいと思っています。
あと、老人会の行事にもできるだ
け参加したいと思います。

田邉�貴史さん�(山上)

　地元で大工をしています。これ

からの美浜町のために少しでも役

に立てるよう頑張っていきたいと

思います。

田中�沙弥子 さん�(宮代)

　昨年は、やりたいことが全部で
き、充実した一年だったので、
今年もそうなるよう頑張りたい
です。また、弟や妹の進学･就職
で、家庭環境が変わると思うの
で、家族をサポートしていきたい
です。

　私たち、今年で3回目の
戌年を迎えます。家族み
んなが健康に、そしてワ
ンダフルな笑顔あふれる
一年でありますように!!

乙見�虹 さん�(北田)

　4月からは中学生になるの

で、友達をたくさん作り、ま

た、勉強と部活を両立できる

よう頑張りたいです。

　小学3年生からテニスを習っ

ていて試合にも出ていますが、

勝つのが段々難しくなってきて

いるので、練習を積み重ねて頑

張りたいです。

　今年から中学生になるので、

テニス部に入って頑張りたいで

す。また、勉強も困らないよう

に今からいっぱい勉強したいと

思っています。

戌
年
に
起
こ
っ
た
主
な
出
来
事

(

１
９
０
０
年
～)　

田村�蒼志 さん�(小倉)

　教員になって10年が経ち、責任
も重くなってくるので、一層頑張っ
ていきたいと思います。
　また、今年開催される福井国体
にも、関わっていきたいと思います。

　まずは健康第一で過ごしてい

きたいと思います。また、これ

まで仕事で培った技術を更に向

上させ、地域の役に立ちたいと

思っています。

　趣味の釣りを今年も続けて
いきたいです。また、最近始め
た神社･仏閣巡りも続けていこ
うと思います。

　まずは還暦のお祝いに一泊二日
の温泉旅行に行きたいです。そし
て、今年も孫と一緒に色々な遊び
を楽しみたいと思っています。
もちろん家の仕事(ワカメ･塩ウニ
等)も頑張ります。

八木�康文 さん�(郷市)田村�英己 さん�(興道寺)

山口�律子 さん�(日向)濱本�俊和 さん�(松原)

■
明
治
43
年(

１
９
１
０
年)

･

　�

名
村
忠
治
ほ
か
9
名
が
、
衆
議
院

に
敦
賀
〜
新
舞
鶴
間
の
鉄
道
速
成

の
建
議
案
を
提
出
、
可
決
さ
れ
る

■
大
正
11
年(

１
９
２
２
年)

･

　�

小
浜
線
、
高
浜
〜
新
舞
鶴
間
開
通
、

敦
賀
〜
新
舞
鶴
間
の
全
線
開
通

■
昭
和
9
年(

１
９
３
４
年)

･

　�

河
原
市
〜
新
庄
間
の
県
道
竣
工

･

　�

浦
見
川
の
水
深
を
深
く
す
る
浚

し
ゅ
ん
せ
つ渫

工
事
竣
工
。
大
型
船
の
航
行
が
可

能
に
な
る

■
昭
和
21
年(

１
９
４
６
年)

･

　�

日
本
国
憲
法
公
布

■
昭
和
33
年(

１
９
５
８
年)

･

　�

町
章
制
定

･

　�

梅
丈
岳
観
光
道
路
完
成

･

　�

丹
生
小･

中
学
校
独
立
開
校

･

　�

山
東
保
育
所
開
設

･

　�

県
道
白
木
線
竣
工

･

　�

町
観
光
協
会
発
足

■
昭
和
45
年(

１
９
７
０
年)

･

　�

関
西
電
力
㈱
美
浜
発
電
所
1
号
機

営
業
運
転
開
始

･

　�

敦
賀
美
方
消
防
組
合
消
防
本
部

開
庁
式

･

　�

美
方
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
竣
工

･

　�

丹
生
保
育
所
開
設

■
昭
和
57
年(

１
９
８
２
年)

･

　�

町
保
健
セ
ン
タ
ー
落
成

･

　�

弥
美
小
学
校
西
分
校
閉
校
式
、

１
０
８
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る

･

　�

町
の
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

青
空
市
場｢

美
浜
野
菜
市｣

開
催

■
平
成
6
年(

１
９
９
４
年)

･� 　�

関
西
電
力
㈱
美
浜
発
電
所
2
号
機
、

営
業
運
転
再
開

■
平
成
18
年(

２
０
０
６
年)

･

　�

町
内
小
中
学
校
で｢

エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
教
育｣

を
開
始

･

　�

美
浜
町
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

･

　�

国
吉
城
築
城
４
５
０
周
年
、
国
吉

城
ま
つ
り
開
催

･

　�

丹
生･

菅
浜･

美
浜･

日
向
漁
業

協
同
組
合
が
合
併
し
、
美
浜
町
漁

業
協
同
組
合
発
足

　4月から中学生になった

ら、ボート部に入部しよう

と思っているので頑張りた

いです。
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11
月
25
日
か
ら
26
日
に
、
み
は
ま

ナ
ビ
フ
ェ
ス
２
０
１
７
健
康
福
祉
部
門

を
、
は
あ
と
ぴ
あ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
肌
年
齢
や
脳
年

齢
等
の
各
種
測
定
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
、
健
康
に
関
す
る
展
示
等
が
行

わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
体
験
し
な
が
ら
1
日

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ハートフルウォーク
～国体記念 ･17 のまちを結ぶ徒歩大会～

美浜町のニュース
MIHAMA NEWS みはまナビフェス2017　

健
康
福
祉
部
門　

は
あ
と
ぴ
あ
ま
つ
り

　

25
日
に
は
、
は
あ
と
ぴ
あ
か
ら
南
西
郷
公
民
館
ま
で
の

往
復
6
㎞
の
コ
ー
ス
で｢

～
国
体
記
念･

17
の
ま
ち
を
結
ぶ

徒
歩
大
会
～
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
合
わ
せ
、
コ
ー
ス
の
途

中
に
あ
る
お
地
蔵
さ
ん
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、
折

り
返
し
地
点
の
美
浜
西
小
学
校
で
河
合
政
志
氏(

町
歴
史

文
化
館
館
長)

に
よ
る
講
演｢

銅ど
う
た
く鐸

の
は
な
し｣

を
行
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
約
１
０
０
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
ペ
ー
ス
で

コ
ー
ス
を
歩
き
、
は
あ
と
ぴ
あ
へ
戻
る
と｢

い
ち
ほ
ま
れ｣

の
お
に
ぎ
り
と
減
塩
し
じ
み
汁
の
ふ
る
ま
い
で
疲
れ
を
癒

し
ま
し
た
。

れ
た
功
績
を
称
え
、
松
井
多
栄
子

さ
ん(

佐
柿)

に
文
部
科
学
大
臣
表

彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

松
井
さ
ん
は
昭
和
57
年
か
ら
美

浜
町
体
育
指
導
委
員(

現･

美
浜
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員)

と
し
て
、

女
性
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
軽

ス
ポ
ー
ツ
等
の
指
導
を
続
け
ら
れ

て
お
り
、
現
在
ま
で
町
民
の
体
力

増
進
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及

多

に
貢
献
さ
れ
、
現
在
の
町
民
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
基
礎
を
作

ら
れ
ま
し
た
。

　

松
井
さ
ん
は｢

こ
の
表
彰
は
、今

ま
で
一
緒
に
活
動
を
し
て
き
た
ス

ポ
ー
ツ
推
進
員
み
ん
な
の
お
か
げ

で
す
。来
年
は
福
井
国
体
を
絶
対

に
成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、今
後
も
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
町
民
誰
も
が
運
動
で
き
る
環

境
作
り
に
向
け
て
活
動
し
て
い
き

ま
す｣

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

年
に
わ
た
り
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
尽
力
さ

松井多栄子氏が文部科学大臣表彰を受賞
■ お問い合わせ先
　町教育政策課　(担当･竹内)
　☎32‐6708

↑�受賞の報告を行う松井多栄子氏(中央)

ス
ト)

と
松
尾
た
い
こ
さ
ん(

ア
ー

テ
ィ
ス
ト
／
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー)

に｢

美
浜
町
多
拠
点
活
動
ア

ド
バ
イ
ザ
ー｣

の
委
嘱
を
行
い
ま

し
た
。

　

町
で
は
現
在
、
移
住
定
住
対
策

･

空
家
等
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

国
内
外
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
、
町

内
に
滞
在
し
て
創
作
活
動
を
行

い
、
町
の
魅
力
発
掘
と
情
報
発

信
を
し
て
い
た
だ
く｢

ク
リ
エ
イ

11

佐
々
木
氏
は｢

都
会
で
は
、
地
方

に
移
住
し
た
い
と
い
う
欲
求
は
高

ま
っ
て
い
る
。
移
住
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
拠
点
を
移
動
し

な
が
ら
暮
ら
す
人
た
ち
も
増
え
て

き
て
お
り
、
そ
の
一
時
拠
点
と
し

て
、
美
浜
町
が
見
直
さ
れ
る
可

能
性
は
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

今
後
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

都
市
部
と
美
浜
町
と
の
橋
渡
し

を
し
て
い
き
た
い｣

と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

月
28
日
に
、
佐
々
木
俊
尚

さ
ん(

Ｉ
Ｔ
ジ
ャ
ー
ナ
リ

■ お問い合わせ先
　町美浜創生戦略課　(担当･南)
　☎32‐6715

↑�美浜町多拠点アドバイザーを委嘱された佐々木俊尚氏(左から2番目)と
　松尾たいこ氏(左から3番目)

佐々木俊尚氏、松尾たいこ氏に
美浜町多拠点活動アドバイザーを委嘱

①劇団にじいろによる寸劇『もしも、黄門様が認知症になったら…』

②脳･肌年齢測定や骨密度･体組成計測定で自分の体の状態を確認

③美浜環境パートナーシップ会議による鳥の巣箱づくり体験

④�コーヒーやジュースを飲みながら介護保険サービスに関する相談や

介護予防のミニ講座を行う｢かいごみみよりカフェ｣

⑤わくわくサークルによるステージイベント

①

タ
ー
ｉ
ｎ
レ
ジ
デ
ン
ス
推
進

事
業｣

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

佐
々
木
さ
ん
と
松
尾
さ
ん

は
、
東
京･

軽
井
沢･

美
浜
の

3
つ
を
拠
点
に
活
動
さ
れ
て

お
り
、
今
後
、
美
浜
町
で
は

町
へ
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
紹

介
や
招
し
ょ
う
へ
い
聘
、
居
住
や
活
動
に

お
け
る
サ
ポ
ー
ト
等
を
行
っ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

山
口
町
長
は｢

東
京
、
軽
井

沢
に
続
く
拠
点
と
し
て
美
浜

町
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、
う

れ
し
く
思
っ
て
い
る
。
空
家

問
題
は
非
常
に
課
題
が
多
い

が
、
解
決
に
向
け
正
面
か
ら

取
り
組
む
の
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
活
か
し
た
ご
指
導

を
お
願
い
し
た
い｣

と
述
べ
、

③

②④⑤

↑�減塩しじみ汁のふるまい ↑�お地蔵さんポイントでスタンプを押
す参加者
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確 定 申 告 を お 願 い し ま す
■�お問い合わせ先　敦賀税務署 (敦賀市鉄輪町1-7-3)　☎ 22‐1010

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

　

税
務
署
で
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
申
告
書
の
作
成

と
、｢

e
︲
T
a
x(

国
税
電
子
申
告･

納
税
シ
ス
テ
ム)｣

の
利
用
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の｢

確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
﹂で
は
、画
面
の

案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば

税
額
等
が
自
動
計
算
さ
れ
、所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
、消
費
税
、
贈
与

税
の
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
等
が

作
成
で
き
ま
す
。

　

申
告
書
等
を
作
成
し
た
後
は
、

同
コ
ー
ナ
ー
か
ら
そ
の
ま
ま｢

e
︲

T
a
x｣

を
利
用
し
て
税
務
署
に
送
信

で
き
る
ほ
か
、
自
宅
の
プ
リ
ン
タ
で
印

刷
し
て
郵
送
し
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

ネットなら便利!! 確定申告

確定申告 検 索国税庁ホームページの

www.nta.go.jp

｢確定申告書等作成コーナー｣

で｢申告書｣を作成してください!

①24時間いつでも利用可能です。

②税務署に行く必要がありません。

③自動計算されるので、計算間違いがありま
　せん。

④データを保存すれば、いつでも作業を再開
　できます。

⑤保存したデータは翌年以降も利用できます。

メリット

敦
賀
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は

平
成
30
年
2
月
16
日(

金)

か
ら
！

　

敦
賀
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場(

4

階)
の
開
設
日
は
、
平
成
30
年
2
月
16

日(
金)
か
ら
3
月
15
日(

木)

ま
で
で

す
。
ま
た
、
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時

か
ら
午
後
4
時
で
す
。

｢

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー｣

、

｢

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー｣

を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｢

タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー｣

で
は
、
税
に
関
す
る
身
近

な
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
携
帯

電
話
か
ら
も
接
続
可
能
で
す
。

■
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

■
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
書
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認
書

類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要

で
す
。

(

本
人
確
認
書
類
の
例)

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
等

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

※ 

会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、午
後
4
時
前
で
あ
っ

て
も
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

(

Ｈ
Ｐ h

ttp
://w

w
w

.n
ta

.g
o
.jp

/

taxan
sw

er)

　

国
税
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
詳

し
い
情
報
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp

://w
w

w
.n

ta.go
.jp

)

の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ｢

社
会
保
障･

税
番
号
制
度︿
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
﹀｣

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

所得税等の

②所得税や相続税のしくみ

等、国税に関する一般的な

質問･相談

　敦賀税務署の代表電話

(22‐1010)に電話し、自

動音声案内に従い『1』

を選択してください。

　敦賀税務署の代表電話

(22‐1010)に電話し、自

動音声案内に従い『0』

を選択してください。

①確定申告に関する質問

･相談(平成30年1月18日

(木)～3月15日(木))

※�

給
与･

年
金
の
み
の
方
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ｢

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー｣

の
給

与･

年
金
画
面
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

は
、
平
成
30
年
1
月
4
日(

木)

公
開
予
定
で
す
。

※ 

申
告
書
等
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
は
、申
告

者
本
人
の
ほ
か
、控
除
対
象
配
偶
者
、扶
養
親
族

及
び
事
業
専
従
者
等
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
も
必
要

で
す
。

≪美し美浜のふるさとナンバープレート　デザイン投票≫

あなたの心に響く
　　　　デザインはどっち？
　町では、町への愛着をより深め、地域振興･観光振興を図ることを目的に、町をイメージしたナンバープレー
ト(原付や農耕車等)を製作します。
　4つのテーマに対し、それぞれ2種類のデザイン(A案、B案)から、原付等に付けてみたいと思うデザイン、町
のシンボルとして永く親しみをもって愛されると思うデザインに投票してください。
　ぜひとも、皆さんの一票をお願いいたします。

【投　票　期　間】 平成29年12月9日(土)～平成30年1月10日(水)

【投　票　方　法】 ①投票用紙による投票
　設置場所　�美浜町役場、なびあす、総合体育館、美浜駅、きいぱす、

西郷健康ひろば、各地区公民館、はあとぴあ
②インターネットによる投票
　専用ホームページ上の投票フォームから投票してください
　(投票フォームHP)　http://2018kokutai-mihama.com/number/

【そ　　の　　他】 ①ナンバープレートは平成30年4月から町税務課窓口で交付を開始する予定です。
②�対象となる車両は原付(50cc～125cc)、農耕車、小型特殊自動車、ミニカーです。
　また、新規登録以外に現在お持ちのナンバープレートとの交換もできます。

【お問い合わせ先】 町税務課(担当･浅妻)　　☎32-6702

投　票　を　お　願　い　し　ま　す

　①テーマ:ボート競技 　②テーマ:風景(三方五湖)

　③テーマ:風景(水晶浜) 　④テーマ:祭り(日向水中綱引き)

(A案)

(B案)

AそれともB ?

(A案)

(B案)

(A案)

(B案)

(A案)

(B案)

投票はこちら


